
694 CHEMOTHERAPY NOV. 1986

泌 尿 器 科 領 域 に お け るCefuroxime axetil (CXM-AX) の 臨 床 的 検 討

川 原 昌 巳 ・沢 村 良 勝 ・白 井 将 文 ・安 藤 弘

東邦大学医学部泌尿器科学教室

経 口用 セ ファロスホ リン剤Cefuroxime axetil(CXM-AX, SN 407)を 泌尿器科 領域 の感染症に

投与 して臨床効果 と安全性 を検討 した。CXM-AXの 投与法は,1回250～500mgを1日3回 毎

食後服用 とした。投与期間は7～15日 間 である。対象症 例は,急 性単純性膀胱炎23例,淋 菌性尿

道炎2例,急 性前 立腺炎1例 の計26例 であ る。 これ らの総合臨床効 果は,主 治医 判定 ては,急 性

単純性膀胱炎は著効16例,有 効6例,や や有効1例 で有効率95.7%,淋 菌性 尿道 炎は有効2例 、

急性前立 腺炎1例 は無効 であった。 またUTI薬 効評価基準 による判定では,急 性単純性膀胱炎9

例中著効8例,有 効1例 で有効率100%で あった。副作用 は,1例 に軽 い嘔気を認 めたのみであっ

た。 また,臨 床検査値 の異常は,初 診時 と投与1週 間後に実施 した 症例中1例 も認 め られなかった。

Cefuroxime axetil (CXM-AX) は,経 口用 セ ブ ア ロ

ス ボ リン剤 で,経 口投 与 に よ りほ とん ど吸 収 され な か っ

たCefuroxime (CXM)の 1-acetoxyethyl ester誘 導

体 て あ る。 本 剤 は そ れ 自体 に 抗 菌 作 用 は な い が,経 口投

与 さ れ たCXM-AXは 腸 管 内 で 脱 エ ス テ ル 化 され て,

Cefuroximeと して吸 収 さ れ,抗 菌 作 用 を発 揮 す る1)。

今 回,我 々は,泌 尿 器 科領 域 に お け る 感 染 症 に 対 し,

CXM-AXを 使 用 しそ の 有 効 性 を検 討 した と こ ろ,若 干

の 知 見 を 得 たの で 報 告 す る。

I. 対象症例および 研究方法

1) 対象症例

昭和60年1月 ～5月 までの間に東邦大学医学 部付属

大 森病院泌尿器科を受診 した以下 の26例 を 対 象 と し

た。

i) 女子急 性単純性 膀胱炎は23例 であ る。 この うち

UTI薬 効評価基準2}を満 たす ものは25歳 ～64歳 まで9

例,残 りの14例 は19歳 ～83歳 であった。

ii) 男子淋菌性尿道 炎の2例 は,25歳 と27歳 であ っ

た。

iii) 男子急性前立腺炎は31歳 であ った。

2) 研究方法

i) CXM-AXの 投与量は1回250mgを1日3回 毎

食後服用す ることを原則 としたが,女 子急性単純性膀胱

炎 の8例,男 子淋菌性 尿道 炎の2例 は1回500mg投 与

を行な ってい る。

ii) 投 与期間 は,7～8日 間 を原則 と したが,症 状,

尿所 見,再 発予防 などを考慮 して継 続投与 した症 例 もあ

った。最高 は15日 間であ った。

iii) 細菌尿 の菌数測定,細 菌同定は当院中検細 菌学 部

門 て実 施 した。

iv) 効果 判 定 は,UTI薬 効 評 価 基準 に よったか,基 準

を 逸脱 した もの は,主 治 医 判 定 と し補 足 した。

v) 副 作 用 につ い ては 自覚症 状 につ い て問診 を実施 し

た。CXM-AX投 与 前後 の血 液,生 化学 的 検 査 も初診時

と,投 与1週 間 後 に 実 施 す る よ うに心 がけ た。

II. 結 果

1) 女 子 急 性 単 純 性 膀 胱 炎 に つ い て

i) 23例 の臨 床 効 果 成績 はTable 1に 示 した。UTI

薬 効 評 価 基 準 に よ る効 果 判 定 は,Table 2に 示 した。

自覚 症 状 に 対 す る 効 果 は 消 失19例(82.6%),軽 快2

例(8.7%),初 期 よ り顕 著 な 自覚 症 状(排 尿痛)の なか

っ た症 例2例(8.7%)で あ った。

膿 尿 につ い ては18例(78.3%)が 正常 化 し,残 り5

例(21.7%)は,初 診 時 よ り認 め られ なか った。

細 菌 尿 につ いて は陰 性 化17例(73.9%),菌 交代1例

(4.396),初 診 時 よ り検 出 で きな か った も の5例(21.7

%)で あ った 。

総 合臨 床 効 果 は 著 効16例(69.6%),有 効6例(26.1

%),や や 有効1例(4.3%)で,有 効 率95.7%で あっ

た。 症 例19は,自 覚 症 状 が 頻尿 のみ であ り,や や軽減

した 為,や や 有 効 と した 。 最 終 臨床 診 断 は,神 経性頻尿

と した。

また 症 例6,7,22に 関 しては,頻 尿,残 尿 感あ り,膀

胱 鏡 に て 膀胱 三 角 部 に 炎症 所 見 を 認 め たた め,膿 尿,細

菌 尿 は な か っ た が 急性 単純 性 膀 胱 炎 と診断 した。効果判

定 は,3例 と も 自覚 症 状 が軽 快 した た め,主 治医判定 と

して 有 効 と した 。

ii) 検 出 菌 は18症 例 で認 め られ,E.coli 16株(88.9

%), E.faecalis 1株(5.6%), Strept.D 1株(5.6%)

で各 症 例 と も単 独菌 感 染 で あ った 。 こ れ ら の 除菌効果
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Table 2 Overall clinical efficacy of CXM-AX in acute uncomplicated cystitis

Table3CIinicalsummaryofgonococcaIurethritispatientstreatedwithCXM-AX

* Before treatment

After treatment

Table 4 Clinical summary of genital infection patient treated with  CXNI-AX

*

 Before treatment

After treatment
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は,E. coliが16株 中16株(100%),E.faecalis 1株

中1株(100%),StrePt. D 1株 中1株(100%)の 成 績

で あ っ た。 な お,こ れ ちはUTI薬 効 評 価 基 準 に あ て は

ま る症 例 でみ る と,E. coliが9例 中9株(100%)の 除

菌 率 で あ った 。症 例12は,E. coliよ り菌 交 代 をお こ し,

新 出 現 菌 は,Enterobacterで あ った。

2) 男 子 淋菌 性 尿道 炎 につ い て

Table3に 示 した とお り2症 例 と も 自覚 症状(尿 道 分

泌 物)消 失 し,.N. gonorrhoeaeも 全 く認 め な くな った 。

2症 例 と も有 効 と判 定 した。

これ は,細 菌 は投 与 後3日 目の検 査 で2例 と も消 失 し

た が,自 覚 症 状 の消 失 は5～7日 間 か か った た め,有 効

と判 定 した 。

3) 男 子 急 性 前 立 腺 炎 に つ い て

Table4に 示 した とお り,自 覚 症 状 の軽 減 は 認 め ず無

効 と判 定 した 。

4) 副 作 用 につ い て

自他 覚 症 状 と して1例 に 軽 い 嘔 気(症 例5)を 認 め た

が,処 置 な しに継 続 投 与 可 能 で あ った 。血 液,生 化学的

検 査 は,初 診 時 と投 与1週 間後 に実 施 した症 例について

は,異 常 を認 め なか った 。

III. 考 案

今 回 の 治 験 に つ い て,UTI薬 効 評価 基 準 に よ る判定

で は,急 性 単純 性膀 胱 炎9例 中 著 効8例,有 効1例 で有

効 率100%で あ っ た 。 また 主 治 医 判 定 で は,有 効率

95.7%と 良 好 な成 績 で あ った 。

男子 淋菌 性 尿道 炎 につ い て も,有 効 率100%で あっ

た。 副 作 用 につ いて は,1例 に軽 い嘔 気 を認め たのみで

あ った。

以上 の結 果 か ら,泌 尿 器 科 領域 の感 染症 に有用性 のあ

る薬剤 と考 え られ た。
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CLINICAL STUDIES ON CEFUROXIME AXETIL

(CXM-AX) IN THE UROLOGY

MASAMI KAWAHARA, YOSHIKATSU SAWAMURA, MASAFUMI  SHIRAI and KOH ANDO
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Cefuroxime axetil (CXM-AX, SN 407), an oral cephalosporin, was administered to patients with
urinary tract infections, and its clinical efficacy and safety were evaluated.

250 mg-500 mg t. i. d. of CXM-AX was given after meals, for consecutive 7-15 days. A total of
26 patients were treated, i. e. 23 with acute uncomplicated cystitis, 2 with gonorrheal urethritis and
1 with acute prostatitis.

The overall clinical efficacy assessed by the doctors in charge was as follows; among acute uncomplica-
ted cystitis cases, 16 cases as excellent, 6 good and 1 fair (efficacy rate: 95. 7%), 2 cases of gonor-
rheal urethritis as good and 1 case of acute prostatitis as poor.

The clinical efficacy evaluated according to the "Criteria for Evaluation of Clinical Efficacy of
Antimicrobial Agents on UTI" in 9 cases of acute uncomplicated cystitis was; excellent in 8 and good
in 1, the efficacy rate being 100%.

The only side effect noted was mild nausea in one patient. Abnormal laboratory findings were not
observed in any patient.


